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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
放送番組内容の変移に関連する番組情報が当該変移にリアルタイムに対応付けられて番組
を構成する信号に多重されて伝送される放送信号を受信する受信手段と、
　前記放送番組を構成する信号を記録媒体に記録する番組記録手段と、
　前記番組記録手段での放送番組の記録に対応させて、記録開始からの時間情報を得る計
時手段と、
　前記受信手段で受信された放送信号中の前記番組情報を監視して、番組内容の変移を検
出する検出手段と、
　前記検出手段で番組内容の変移が検出された際に、その検出タイミングに対応する前記
計時手段の時間情報を前記番組情報に対応させて記録媒体に記録する番組情報記録手段と
、
　を具備したことを特徴とする放送番組記録装置。
【請求項２】
放送番組の番組内容の変移に関連する番組情報が当該変移にリアルタイムに対応付けられ
て番組を構成する信号に多重されて伝送される放送信号の前記番組を構成する信号が記録
されると共に前記番組情報に基づく番組内容の変移タイミングに対応する当該番組の記録
開始からの経過時間情報が番組情報と対応付けられて記録された記録媒体から前記番組を
構成する信号と前記番組情報と前記時間情報とを再生する再生手段と、
　前記再生手段による再生開始からの経過時間情報を得る計時手段と、
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　前記再生手段で再生された前記時間情報と前記計時手段で得られた経過時間情報を比較
し、一致した際に対応する番組情報を特定する制御手段と、
　前記特定された番組情報を表示する表示手段と、
　を具備したことを特徴とする放送番組再生装置。
【請求項３】
放送番組内容の変移に関連する番組情報が当該変移にリアルタイムに対応付けられて番組
を構成する信号に多重されて伝送される放送信号を受信する受信部及び、前記放送番組を
構成する信号を記録媒体に記録する番組記録部及び、この番組記録部での前記放送番組の
記録に対応させて記録開始からの経過時間情報を得る計時部、前記受信部で受信した放送
信号の前記番組情報を監視して前記番組内容の変移を検出する検出部及び、この検出部で
番組内容の変移が検出された際にその検出タイミングに対応する前記計時部の時間情報を
前記番組情報に対応させて記録媒体に記録する番組情報記録部とを有した記録手段と、
　前記記録媒体に記録された番組を構成する信号と前記番組情報と時間情報を再生する再
生部及び、この再生部による再生開始からの経過時間情報を得る計時部及び前記再生部で
再生された前記時間情報と前記計時手段で得られた経過時間情報を比較して一致した際に
対応する番組情報を特定すると共に特定した番組情報を表示部に表示させる制御部とを有
した再生手段と、
　を具備したことを特徴とする放送番組記録再生装置。
【請求項４】
前記番組情報が、ＥＩＴ［ｐ］の拡張形式イベント記述子に記述された情報を含むことを
特徴とする請求項１に記載の放送番組記録装置。
【請求項５】
前記番組情報が、ＥＩＴ［ｐ］の拡張形式イベント記述子に記述された情報を含むことを
特徴とする請求項２に記載の放送番組再生装置。
【請求項６】
前記番組情報が、ＥＩＴ［ｐ］の拡張形式イベント記述子に記述された情報を含むことを
特徴とする請求項３に記載の放送番組記録再生装置。
【請求項７】
さらに前記記録媒体に記録された番組情報と対応して記録された時間情報とに基づき、前
記記録媒体に記録された放送番組を構成する信号の前記番組内容変移点を検索する手段を
備えたことを特徴とする請求項２または５に記載の放送番組再生装置。
【請求項８】
さらに前記記録媒体に記録された番組情報に基づき、番組の変移内容のリストを生成する
手段を備えたことを特徴とする請求項２、５または７のいずれかに記載の放送番組再生装
置。
【請求項９】
放送番組内容の変移に関連する番組情報が当該変移にリアルタイムに対応付けられて番組
を構成する信号に多重されて伝送される放送信号を受信するステップと、
　前記受信手段で受信された放送番組を構成する信号を記録媒体に記録するステップと、
　前記放送番組の記録に対応させて、記録開始からの時間を計測して時間情報を得るステ
ップと、
　受信した放送信号の前記番組情報を監視して、前記番組内容の変移を検出するステップ
と、
　番組内容の変移が検出された際に、検出タイミングに対応する前記時間情報を前記番組
情報に対応させて記録媒体に記録するステップと、
　前記記録媒体に記録された番組を構成する信号と、前記番組情報及び時間情報を再生す
るステップと、
　再生開始からの経過時間を計測するステップと、
　再生された前記時間情報と前記計測された経過時間情報を比較し、一致した際に対応す
る番組情報を特定するステップと、
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　特定した番組情報を表示部に表示させるステップと、
　でなる放送番組記録再生方法。
【請求項１０】
前記番組情報が、ＥＩＴ［ｐ］の拡張形式イベント記述子に記述された情報を含むことを
特徴とする請求項９に記載の放送番組記録再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、放送番組の記録装置、再生装置及び記録再生装置及び記録再生方法に関し
、特にデジタル放送において番組を構成する信号に多重伝送される番組情報に記述された
番組内容を示す情報を容易に画面表示することを可能にした放送番組記録装置、再生装置
、記録再生装置及び記録再生方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在実施されているデジタル放送においては、ＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Gro
up）２規格による多重化方式が採用され、また将来実施予定のＳバンド（２．６ＧＨｚ帯
）を利用した衛星デジタル放送においても多重化方式として、このＭＰＥＧ２規格が採用
されることが予定されている。
【０００３】
　ＭＰＥＧ２規格においては、例えばテレビジョン放送の場合、番組を構成する映像及び
音声データに対して、付加データとして番組情報等を多重してＴＳ（Transport Stream）
として伝送することが可能である。
【０００４】
　すなわち、ＴＳには番組そのものを構成する映像データ及び音声データでなるＥＳ（El
ementary Stream）の他、番組識別情報等のメタデータもパケット化されて多重されてい
る。番組識別情報としては、ＳＩ（Service Information）、ＰＳＩ（Program Specific 
Information）等が存在し、タイトル名、番組内容、出演者等の情報が扱われ、ＥＰＧ（E
lectronic Program Guide）もその情報に基づいて構築される。また、ＳＩには、ＥＩＴ
（Event Information Table）も含まれ、放送される番組の名称、放送日時、番組内容等
の番組に関する情報が記述されている。
【０００５】
　ＭＰＥＧ２規格では、多重伝送が可能であるため、放送の形態も、映像と音声で構成さ
れるテレビジョン番組の他、音声と静止画等で構成され、音声（音楽）を主体としたいわ
ゆるラジオ形式の番組、さらには文字、記号等の情報と静止画等で構成されるデータ放送
形式の番組が運用されている。ラジオ形式の番組においても、番組を構成するＥＳと付加
情報としてのＳＩ／ＰＳＩが多重で伝送され、さらにまた、ＥＩＴもＳＩに含まれて伝送
される。
【０００６】
　ＥＩＴは、ＥＩＴ［ｐ］（present：現在放送中の番組）とＥＩＴ［ｆ］（following：
現在以降に放送される番組）を含み、［ｐ］には拡張形式イベント記述子が用意され、そ
こに番組に関する詳細な文字情報を記述することが可能であり、例えば音楽番組である場
合、現在流れている音楽の曲名、それを歌っている歌手名をリアルタイムで記述して伝送
し、受信機側ではそれを受信して、画面の表示に対応させて歌っている歌手名及び歌われ
ている曲名を画面表示させることができる。
【０００７】
　また、このようなデジタル放送の番組を記録媒体に記録する機能を備えた受信装置も市
場に提供されているが、このような装置では、ＳＩ／ＰＳＩ等は、記録した番組のリスト
を生成する目的のために、番組そのものを構成するＥＳ等とは別に、ＴＳから分離抽出さ
れて記録される。
【０００８】



(4) JP 4287243 B2 2009.7.1

10

20

30

40

50

　したがって、記録媒体に記録した番組を再生する際には、基本的にＳＩ／ＰＳＩが再生
されることはなく、番組名、出演者等の番組情報を画面表示させることはできない。
【０００９】
　記録した番組の再生中においても、番組情報を画面表示させたいという要望は根強くあ
り、特に、番組全体の情報でなく、曲名、歌手名等番組内の個々のシーンに対応した細部
の情報については、それを再生中に表示させられたら便利であるが、可能にした装置はい
まだ提案されていない。
【００１０】
　従来、例えば、特許文献１に示すように、ＴＳからＳＩまたはＰＳＩを分離して、所定
記録位置に記録する技術が開示されているが、この技術の場合でも、番組の細部の情報を
表示するという点については全く触れていない。
【特許文献１】特開２００２－３６９１３７号公報（１１～１２頁、図２０，２１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　以上のように、従来、デジタル放送番組を記録して再生する際に、その番組の番組情報
を再生画像と共に表示させるようにした提案はなされておらず、そのような機能を備えた
装置の実現が強く要望されていた。
【００１２】
　本発明は、以上の点に考慮してなされたものであり、デジタル放送番組を記録する際に
、放送番組の内容を示す番組情報を記録開始からの経過時間情報と共に記録媒体に記録し
、番組再生の際に、再生開始からの経過時間情報に基づいて番組情報を特定して番組内容
を示す情報を画面表示するように構成したものである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の放送番組記録装置は、放送番組内容の変移に関連する番組情報が当該変移にリ
アルタイムに対応付けられて番組を構成する信号に多重されて伝送される放送信号を受信
する受信手段と、前記放送番組を構成する信号を記録媒体に記録する番組記録手段と、前
記番組記録手段での放送番組の記録に対応させて、記録開始からの時間情報を得る計時手
段と、前記受信手段で受信された放送信号中の前記番組情報を監視して、番組内容の変移
を検出する検出手段と、前記検出手段で番組内容の変移が検出された際に、その検出タイ
ミングに対応する前記計時手段の時間情報を前記番組情報に対応させて記録媒体に記録す
る番組情報記録手段と、を具備したことを特徴とする。
【００１４】
　本発明の放送番組再生装置は、放送番組の番組内容の変移に関連する番組情報が当該変
移にリアルタイムに対応付けられて番組を構成する信号に多重されて伝送される放送信号
の前記番組を構成する信号が記録されると共に前記番組情報に基づく番組内容の変移タイ
ミングに対応する当該番組の記録開始からの経過時間情報が番組情報と対応付けられて記
録された記録媒体から前記番組を構成する信号と前記番組情報と前記時間情報とを再生す
る再生手段と、前記再生手段による再生開始からの経過時間情報を得る計時手段と、前記
再生手段で再生された前記時間情報と前記計時手段で得られた経過時間情報を比較し、一
致した際に対応する番組情報を特定する制御手段と、前記特定された番組情報を表示する
表示手段と、を具備したことを特徴とする。
【００１５】
　本発明の放送番組記録再生装置は、放送番組内容の変移に関連する番組情報が当該変移
にリアルタイムに対応付けられて番組を構成する信号に多重されて伝送される放送信号を
受信する受信部及び、前記放送番組を構成する信号を記録媒体に記録する番組記録部及び
、この番組記録部での前記放送番組の記録に対応させて記録開始からの経過時間情報を得
る計時部、前記受信部で受信した放送信号の前記番組情報を監視して前記番組内容の変移
を検出する検出部及び、この検出部で番組内容の変移が検出された際にその検出タイミン
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グに対応する前記計時部の時間情報を前記番組情報に対応させて記録媒体に記録する番組
情報記録部とを有した記録手段と、前記記録媒体に記録された番組を構成する信号と前記
番組情報と時間情報を再生する再生部及び、この再生部による再生開始からの経過時間情
報を得る計時部及び前記再生部で再生された前記時間情報と前記計時手段で得られた経過
時間情報を比較して一致した際に対応する番組情報を特定すると共に特定した番組情報を
表示部に表示させる制御部とを有した再生手段と、を具備したことを特徴とする。
【００１６】
　本発明の放送番組記録再生方法は、放送番組内容の変移に関連する番組情報が当該変移
にリアルタイムに対応付けられて番組を構成する信号に多重されて伝送される放送信号を
受信するステップと、前記受信手段で受信された放送番組を構成する信号を記録媒体に記
録するステップと、前記放送番組の記録に対応させて、記録開始からの時間を計測して時
間情報を得るステップと、受信した放送信号の前記番組情報を監視して、前記番組内容の
変移を検出するステップと、番組内容の変移が検出された際に、検出タイミングに対応す
る前記時間情報を前記番組情報に対応させて記録媒体に記録するステップと、前記記録媒
体に記録された番組を構成する信号と、前記番組情報及び時間情報を再生するステップと
、再生開始からの経過時間を計測するステップと、再生された前記時間情報と前記計測さ
れた経過時間情報を比較し、一致した際に対応する番組情報を特定するステップと、特定
した番組情報を表示部に表示させるステップと、でなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、デジタル放送番組を記録する際に、番組内の内容の変移を番組情報に
よって監視し、その変移タイミングを記録開始からの経過時間情報として特定して、その
時間情報をその時点の番組情報に関連付けて記録媒体に記録し、再生時に再生開始からの
経過時間を計測して、記録された時間情報と比較し、一致した時点の番組情報に基づいて
、番組内容を示す情報を生成して画面表示するように構成したので、番組を構成する信号
と、番組情報とが個別に記録される装置においても、番組内容を示す情報を容易にかつ確
実に画面表示させることができるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して、この発明の放送番組記録再生装置を詳細に説明する。図１は、
この発明を適用した放送番組記録再生装置１００の実施の一形態を示す回路ブロック図で
ある。
【００１９】
　例えば、Ｓバンド（２．６ＧＨｚ帯）の衛星放送電波をキャッチするアンテナ１０１か
らの高周波信号が入力端子１０２を介してチューナ１０３に供給される。チューナ１０３
では所望のチャンネルを選局して受信信号を得てこれを復調部１０４に出力する。チュー
ナ１０３によるチャンネル選局処理は、バス１０５を介して接続されるシステムコントロ
ーラ１０６からの制御信号によって実行される。
【００２０】
　復調部１０４ではチューナ１０３から供給される受信信号に対して復調処理、誤り訂正
処理等の処理を施して、多重ストリーム信号としてデマルチプレクサ１０７に出力する。
【００２１】
　デマルチプレクサ１０７は、システムコントローラ１０６の制御によって多重ストリー
ムから所望の番組のパケット（ＰＥＳ：Packetized Elementary Stream）を分離抽出して
デコーダ１０８に出力する。デコーダ１０８は、システムコントローラ１０６の制御の下
に、入力される番組の圧縮符号化映像データを復号処理し、非圧縮のデジタル映像データ
に変換して合成器１０９に出力する。Ｓバンドを用いた放送では、映像信号の圧縮符号化
方式としてＭＰＥＧ４方式が採用され、デコーダ１０８では映像データに対してＭＰＥＧ
４に基づく復号を施すものである。
【００２２】
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　また、音声データもデコーダ１０８で復号されて、非圧縮の音声データに変換されて合
成器１０９に出力されるが、音声はＭＰＥＧ２－ＡＡＣ（Advanced Audio Coding）方式
によって圧縮されており、デコーダ１０８では、ＭＰＥＧ２－ＡＡＣの複合を行なって非
圧縮の音声データに変換する。
【００２３】
　合成器１０９には、システムコントローラ１０６の制御によってグラフィックプロセッ
サ１１０で生成されるＯＳＤ（On Screen Display）映像データも加えられ、ここでデコ
ーダ１０８から供給される映像データにＯＳＤ映像データが重畳されてＡ／Ｖ（Audio/Vi
sual）エンコーダ１１１に供給される。
【００２４】
　Ａ／Ｖエンコーダ１１１では、映像データ及び音声データをＤ／Ａ（Digital/Analogue
）変換し、ＮＴＳＣ（National Television System Committee）方式のベースバンド映像
信号と音声信号を構築して出力する。Ａ／Ｖエンコーダ１１１から出力される映像信号は
例えば液晶ディスプレイ等の表示手段１１２に供給されて表示され、音声信号はスピーカ
等の音声出力手段１１３から出力される他、ヘッドホーン端子１１３ａを介して外部に導
出される。
【００２５】
　システムコントローラ１０６は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）で構成され、シ
ステム制御及びＯＳ(Operating System)制御を実行する。このためシステムコントローラ
１０６に接続されたＲＡＭ(Random Access Memory)１１４には、システム制御ソフト、Ｇ
ＵＩ(Graphical User Interface)ソフト、番組履歴管理ソフト、録画制御ソフト等が記憶
される。
【００２６】
　また、システムコントローラ１０６には、バス１０５を介してＲＯＭ(Read Only Memor
y)１１５も接続され、バス１０５を介したネットワーク上の制御を始めとする処理プログ
ラム・コードが格納されている他、グラフィックプロセッサ１１０でグラフィックとして
生成される記号、文字、キャラクタ等のデータ、あるいはＲＡＭ１１４に展開されるソフ
トも記憶されている。ＲＯＭ１１５は例えば、書換え可能な不揮発性メモリで構成され、
データの書込みも可能である。
【００２７】
　さらに、バス１０５にＩ／Ｆ（Interface）コントローラ１１６を介して蓄積部１１７
が接続されている。蓄積部１１７は、例えばＨＤＤ（Hard Disk Drive）で構成され、シ
ステムコントローラ１０６の制御の下、視聴中の放送番組を構成するＥＳと番組情報ＳＩ
／ＰＳＩが記録されるように構成されている。
【００２８】
　さらにまた、バス１０５にキーボードＩ／Ｆ１１８を介して、操作入力部１１９が接続
され、ユーザの操作によって、放送番組の選局、放送番組の記録再生など装置１００の動
作、機能の設定及び調整を実行することが可能である。
【００２９】
　図２は、図１に示す記録再生装置１００の、外観を示す構成図である。記録再生装置１
００は、ユーザが自由に持運べる例えば手のひらサイズの長方体の筐体２０１を備えた携
帯型の装置として構成されており、筐体２０１にディスプレイ１１２と、操作入力部１１
９を構成する複数のキーが設けられている。さらにまた、筐体２０１内には音声出力部を
構成するスピーカ１１３が内蔵され、筐体２０１表面に、スピーカ１１３に対応して、開
孔２０２が形成されている。さらにまた、筐体２０１側面には、ヘッドホーン端子１１３
ａが形成されている。なお、図１に示すアンテナ１０１は、例えば所定長のループアンテ
ナとして筐体２０１内に内蔵されており、外見上では認めることができない。
【００３０】
　操作入力部１１９は、チャンネルをアップあるいはダウンさせて切換えるためのキー１
１９ａ、音量をアップあるいはダウンさせるためのキー１１９ｂ、カーソルを上下左右に
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移動させるためのカーソルキー１１９ｃ、カーソルで選択した項目を登録するための決定
キー１１９ｄの他、
放送番組を蓄積部１１７に記録するための記録キー１１９ｅ、記録した番組を再生するた
めの再生キー１１９ｆ、蓄積部１１７から再生された番組を視聴中に放送中の番組をディ
スプレイに表示させるべく表示を切換えるための放送キー１９ｇを備える。
【００３１】
　さらに操作入力部１１９は、ＥＰＧをディスプレイ１２１に表示させるための番組表キ
ー１１９ｈと、番組名、出演者等の番組情報をディスプレイ１２１に表示させるための表
示キー１１９ｉ、表示を取り消すための戻るキー１１９ｊを備えると共に、記録再生装置
１００の電源をオンオフさせるための電源キー１１９ｋを備える。
【００３２】
　以上のように構成された記録再生装置１００において、放送番組を視聴する際には、ユ
ーザは、操作入力部１１９の電源キー１１９ｋを操作して電源をオンにして、チャンネル
キー１１９ａを操作することで、キーボードＩ／Ｆ１１８からバス１０５を介してシステ
ムコントローラ１０６に番組を選局するための指示を送る。
【００３３】
　それを受けて、システムコントローラ１０６は、チューナ１０３に選局信号を送って、
番組の選局を実行する。さらに、チューナ１０３で受信された信号を復調部１０４で復調
させてデマルチプレクサ１０７に出力させる。
【００３４】
　さらに、システムコントローラ１０６は、デマルチプレクサ１０７を制御して、番組を
構成するＥＳを抽出して、デコーダ１０８に導出させ、デコーダ１０８で復号して、非圧
縮の映像データ及び音声データに変換して、Ａ／Ｖエンコーダ１１１を介してディスプレ
イ１１２で表示させると共に、音声出力部１１３で出力させる。それによって、番組の視
聴が実行される。
【００３５】
　視聴している状態において、操作入力部１１９の表示キー１１９ｉを操作すると、シス
テムコントローラ１０６は、デマルチプレクサ１０７によって、ＳＩ／ＰＳＩを分離抽出
して、それを一旦ＲＡＭ１１４に蓄えて解析し、番組名、出演者、番組内容を表示させる
ための文字情報を、グラフィックプロセッサ１１０によって生成し、それを合成器１０９
に供給して、デコーダ１０８から供給される映像データに重畳させる。番組名等の文字情
報が重畳された映像データは、Ａ／Ｖエンコーダ１１１を介してディスプレイ１１２に供
給されて表示される。
【００３６】
　放送番組を記録する場合、ユーザは、操作入力部１１９の番組表キー１１９ｈを操作し
て、システムコントローラ１０６にＥＰＧ画面を表示するように指示を出す。システムコ
ントローラ１０６は、デマルチプレクサ１１７を駆動して、ＴＳからＳＩを分離抽出して
、一旦ＲＡＭ１１４に蓄え、蓄えた情報を解析してＥＰＧを構築するに必要なデータを得
、それに基づき、グラフィックプロセッサ１１０を駆使してＧＵＩ（Graphical User Int
erface）形式のＥＰＧの番組表を生成する。
【００３７】
　生成されたＥＰＧ番組表は、グラフィックプロセッサ１１０から合成器１０９を介して
Ａ／Ｖエンコーダ１１１に供給され、表示のための処理が施され、ディスプレイ１１２で
表示される。
【００３８】
　図３にＥＰＧ番組表がディスプレイ１１２に表示されている状態を示す。すなわち、図
３において、ディスプレイ１１２には、画面右上部に現在の時刻表示３０１がなされ、音
声チャンネル３０２、ニュースチャンネル３０３、スポーツチャンネル３０４の具体的番
組が表形式で表示されている。
【００３９】
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　ユーザは、操作入力部１１９のカーソルキー１１９ｃを操作して、ディスプレイ１１２
に表示されたＥＰＧ番組表から、所望の番組を選択して、決定キー１１９ｄを操作するこ
とで、記録の予約をすることができる。図３において、斜線で示す部分がカーソルの位置
を示している。
【００４０】
　ユーザの決定キー１１９ｄの操作により、システムコントローラ１０６は、グラフィッ
クプロセッサ１１０を駆使して、選択された番組の記録を予約するかあるいは視聴を予約
するかをユーザに選択させるためのＧＵＩ形式の表示画面情報を生成して、これをディス
プレイ１１２で表示させる。ユーザはカーソルキー１１９ｃと決定キー１１９ｄで記録予
約を選択することでその番組の記録予約が実行され、予約データがＲＯＭ１１５に書き込
まれて保存される。
【００４１】
　システムコントローラ１０６は、記録予約された番組の例えば放送時刻を監視して、放
送時刻になったら、その番組を選局させ、受信したＴＳからデマルチプレクサ１０７によ
ってその番組を構成するＥＳを抽出して、それをＩ／Ｆコントローラ１１６を介して蓄積
部１１７の番組記録領域に記録する。この際、ＳＩのＥＩＴ［ｐ］を用いることで、予約
した番組と記録番組をより緊密に一致させることが可能である。
【００４２】
　さらにシステムコントローラ１０６は、このとき、デマルチプレクサ１０７を駆使して
、ＴＳからＳＩを分離抽出し、その全てあるいはその中から少なくともＥＩＴを含むテー
ブルの予め選択された項目のデータを抽出して、それを解読し、表示に適したテキストあ
るいはグラフィックデータに変換して蓄積部１１７の番組情報記録領域に記録する。
【００４３】
　以上のようにして記録された番組を再生する際には、操作入力部１１９の再生キー１１
９ｆを操作すると、システムコントローラ１０６が、蓄積部１１７の番組情報記録領域に
記録された番組情報を読み出し、読み出した情報を、グラフィックプロセッサ１１０を駆
使して、蓄積部１１７に蓄積された番組リスト（ＧＵＩ形式）として構築して、Ａ／Ｖエ
ンコーダ１１１を介して、ディスプレイ１１２に表示させる。
【００４４】
　ユーザは、表示された番組リストから、再生したい番組をカーソルキー１１９ｃと決定
キー１１９ｄで選択する。それによって、システムコントローラ１０６は、選択された番
組のＥＳを蓄積部１１７から読み出して、デマルチプレクサ１０７を介してデコーダ１０
８に供給し、復号してＡ／Ｖエンコーダ１１１を介してディスプレイ１１２で表示させる
と共に、音声出力部１１３から出力させる。
【００４５】
　以上のようにして、記録された番組の視聴が可能となるが、蓄積部１１７から読み出さ
れたデータは番組を構成するＥＳのみであるため、ＳＩ／ＰＳＩは含まれておらず、その
ままでは番組情報をディスプレイ１１２に表示させることはできない。
【００４６】
　そこで、本発明は、番組を記録する際に、蓄積部１１７の番組情報記録領域に記録され
るＥＩＴ［ｐ］の拡張形式のイベント記述子を監視して、それが変化したタイミングを時
間情報として特定して、ＥＩＴ［ｐ］を含む番組情報と共に蓄積部１１７に記録するよう
にし、記録した放送番組を再生する際に、再生経過時間を計測して記録されている時間情
報と比較することでＥＩＴ［ｐ］の変化タイミングを特定して番組内のシーンに対応した
情報を表示させることを可能とし、かつその情報を用いて番組内のシーンの検索を可能と
するものである。
【００４７】
　すなわち、前述したように、ＥＩＴ［ｐ］には、拡張形式のイベント記述子が記述され
、そこには、例えば、歌番組において、歌手が歌唱しているシーンで、その歌を歌ってい
る歌手名と、歌の曲名を書き込むことが可能であり、複数の曲を同一の歌手あるいは複数
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の歌手が歌う場合には、その都度、歌手名と曲名が書き換えられて伝送されることになる
。
【００４８】
　そこで、その曲名あるいは歌手名が変更になったタイミングを、時間情報で特定するこ
とで、その歌手名及び曲名を表示するためのデータを蓄積部１１７から読み出して、ディ
スプレイ１１２に表示するようにしたものである。
【００４９】
　また、歌手名、曲名が特定されるため、それらをリストとして表示させることも可能で
あり、さらに、逆に、歌手名あるいは曲名を入力して、その曲名が歌われている個所、あ
るいは歌っている歌手を検索して、その個所から再生を行なうことも可能である。
【００５０】
　以下、本発明をＥＩＴのデータ構成から順に詳細に説明していく。図４は、ＡＲＩＢ（
Association of Radio Industries and Businesses）の運用規定で規定されたＥＩＴのデ
ータ構成を示す図である。
【００５１】
　ＥＩＴは、テーブルを特定するためのｔａｂｌｅ＿ｉｄ等の各種識別情報の他、ＥＩＴ
のデータの変移を示すｖｅｒｓｉｏｎ＿ｎｕｍｂｅｒ４０１を含み、さらにｄｅｓｃｒｉ
ｐｔｏｒで示される記述子の記述領域４０２を含む。
【００５２】
　また、図５は、ＥＩＴのイベントループに配置されるｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒの記述子を
具体的に示すもので、短形式イベント記述子５０１、拡張形式イベント記述子５０２、コ
ンポーネント記述子５０３、コンテント記述子５０４、パレンタルレート記述子５０５、
デジタルコピー制御記述子５０６、音声コンポーネント記述子５０７、データコンテンツ
記述子５０８、ＣＡ契約情報記述子５０９、スタッフ記述子５１０を含む。
【００５３】
　これら記述子のうち、短形式イベント記述子５０１は、イベント（番組）名及びイベン
トに関する短い文字情報を記述するためのものであり、拡張形式イベント記述子５０２は
、イベントに関する詳細な文字情報を記述するためのものである。
【００５４】
　拡張形式イベント記述子５０２は、ＥＩＴ［ｐ］にのみ記述されるものであり、例えば
歌番組であった場合に、番組内のシーンに対応して歌を歌う歌手名と、歌っているその曲
名を示す情報も記述され、それは他の曲名あるいは他の歌手の歌に切換わった場合にも、
それに応じた情報に変更される。
【００５５】
　図６は、拡張形式イベント記述子５０２の詳細なデータ構造を示すものであり、図７は
、各データの意味合いを説明するためのリストである。さらに図８は、拡張形式イベント
で表現される項目を具体的に示すものである。
【００５６】
　図８において、出演者、原作・脚本、監督・演出、音楽、制作、自由記述については、
その番組の放送開始から終了まで同じ情報が記述されることになるが、曲名、歌手名につ
いては、番組のシーンに対応して変更される記述子である。
【００５７】
　歌手名あるいは曲名が変更された場合、図４に示すＥＩＴのデータ構造中、ｖｅｒｓｉ
ｏｎ＿ｎｕｍｂｅｒ４０１が１増加して、伝送される。
【００５８】
　このようにＥＩＴ［ｐ］は、周期的に更新されるデータであり、その変更周期は、標準
的に５秒と規定されているが、最小で１秒、最大で１０秒の間で変更が可能である。
【００５９】
　図１に戻って、ＥＩＴ［ｐ］の記録処理についてさらに説明する。ここでは、テレビジ
ョン番組を記録する場合を想定しており、記録予約した例えば歌番組の放送開始と共に、



(10) JP 4287243 B2 2009.7.1

10

20

30

40

50

システムコントローラ１０６が、チューナ１０３、復調部１０４、デマルチプレクサ１０
７、Ｉ／Ｆコントローラ１１６を駆動して番組のＥＳを分離抽出して、それをＩ／Ｆコン
トローラ１１６を介して蓄積部１１７の番組データ記録部に記録する。
【００６０】
　それと同時に、デマルチプレクサ１０７から、その番組のＳＩ／ＰＳＩを分離して、Ｒ
ＡＭ１１４に一旦蓄えて解析し、必要な番組情報を表示用の情報に変換して、Ｉ／Ｆコン
トローラ１１６を介して蓄積部１１７の番組情報記録領域に記録する。
【００６１】
　この際、記録する番組情報の中には、ＥＩＴ［ｐ］が含まれ、システムコントローラ１
０６は、ＥＩＴ［ｐ］の内容が変更されたか否か監視する。その一方で、システムコント
ローラ１０６は、自らの時計機能によって、記録開始からの継続時間を計数している。そ
して、ＥＩＴ［ｐ］の内容が変更になったことが検出されたら、そのタイミングの記録開
始からの経過時間情報を、ＥＩＴ［ｐ］の歌手名、曲名情報と対にして、蓄積部１１７に
記録する。
【００６２】
　再生時には、システムコントローラ１０６が、蓄積部１１７に記録されたＥＳを再生し
てそれを視聴すると共に、再生開始からの継続時間を計測する。さらに、蓄積部１１７に
記録した時間情報を再生して、再生した時間情報を、再生開始からの計測時間情報と比較
する。そして、一致した時点で、その時間情報と対で記録されている、歌手名、曲名情報
を読み出して、グラフィックプロセッサ１１０、合成器１０９、Ａ／Ｖエンコーダ１１１
を介してディスプレイ１１２に表示させる。
【００６３】
　図９は、以上説明した処理状況を模式的に示す構成図である。図９においては、記録し
ようとするＴＳと、記録開始からの経過時間情報と、実際に記録された情報を示すもので
あり、図９（ａ）が記録している番組のＴＳで、図９（ｂ）が記録開始からの経過時間を
示し、図９（ｃ）が記録された情報を示している。
【００６４】
　図９において、時間「０：００’００’’」から記録が開始され、その際に「Ａ」とい
う歌手が「ａ」という曲を歌っていたとすると、その歌が継続している間は、ＥＩＴ［ｐ
］の歌手名が「Ａ」で曲名は「ａ」を示している。この場合、時間「０：００’００’’
」という情報を、ＥＩＴ［ｐ］の歌手名「Ａ」、曲名「ａ」と対にして、蓄積部１１７に
記録する。
【００６５】
　その歌「ａ」が終わって、時間「００：０３’２８’’（３分２８秒）」に次の歌手「
Ｂ」による歌「ｂ」が開始されたとすると、その変わったタイミングでＥＩＴ［ｐ］の歌
手名、曲名もそれぞれ「Ｂ」と「ｂ」に切換わる。システムコントローラ１０６はそれを
検出して、時間「０：０３’２８’’」という情報を、ＥＩＴ［ｐ］の歌手名「Ｂ」、曲
名「ｂ」と対にして、蓄積部１１７に記録する。
【００６６】
　さらに、歌手「Ｂ」の歌「ｂ」が終わって、時間「００：１５’０７’’」に歌手「Ｃ
」による歌「ｃ」が開始されたとすると、その時点で、ＥＩＴ［ｐ］も変化し、システム
コントローラ１０６がそれを検出して、時間情報「００：１５’０７’’」を歌手名「Ｃ
」、曲名「ｃ」の情報と対にして、蓄積部１１７に記録する。
【００６７】
　図１０は、そのように記録された番組を再生する場合の処理状況を、模式的に示すもの
である。図１０において、図１０（ａ）は、記録されている番組情報であり、ＥＩＴ［ｐ
］として、歌手名と曲名が記録されている他、ＥＩＴ［ｐ］の変更点を示す時間情報が記
録されている。図１０（ｂ）は再生されたＥＳであり、内容としては、歌手による歌唱を
含む。図１０（ｃ）は、再生開始を「０：００’００’’」として、再生の経過時間を示
すものであり、「０：００’００’’」のタイミングは、記録時の記録開始時間と等しい
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。
【００６８】
　図１０（ｄ）は、ディスプレイの実際の表示例を示すものであり、図１０(c)に対して
、歌手名と、曲名を示す文字が表示されている状態を示している。
【００６９】
　すなわち、システムコントローラ１０６は、再生が開始されると、図１０（ｂ）に示す
ように、記録されているＥＳを再生して、デコーダ１０８でデコードして、ディスプレイ
１１２で表示すると共に、音声出力部１１３から出力させるが、その際、図１０（ｄ）に
示すように、再生開始のタイミングを「０：００’００’’」として、再生の経過時間を
計測する。
【００７０】
　さらに、それと共に、蓄積部１１７に記録された番組情報のＥＩＴ［ｐ］と、記録時の
時間情報を再生し、再生した時間情報を、計測している再生経過時間と比較する。
【００７１】
　そして、時間情報と計測している再生経過時間が一致したときに、その時間情報と対で
記録されているＥＩＴ［ｐ］の歌手名、曲名をグラフィックプロセッサ１１０で文字情報
として生成し、合成器１０９で、デコーダ１０８から出力される映像データに重畳し、Ａ
／Ｖエンコーダ１１１を介してディスプレイ１１２に供給して表示させる。
【００７２】
　すなわち、再生開始と同時に、時間情報「０：００’００’’」が一致するため、歌手
Ａと曲名ａがデコーダ１０８の出力映像に重畳されて表示される。このタイミングにおい
ては、当然ながら、デコーダ１０８から歌手Ａによって歌ａが歌唱されている画面と音声
が出力される。
【００７３】
　次いで、「０：０３’２８’’」のタイミングで、再生された時間情報と経過時間が一
致することになり、歌手名Ｂと曲名ｂが表示され、同様に「０：１５’０７’’」のタイ
ミングで、歌手名Ｃと曲名ｃが表示されるようになる。
【００７４】
　図１１は、記録再生装置１００で、再生時に歌手名と、曲名が表示された状態の例を示
す。図１１に示すように、ディスプレイ１１２の画面底部に、曲名（タイトル）１１０１
と歌手名（歌）１１０２が表示されている。
【００７５】
　図１２は、本発明に関わる記録処理を改めて説明するための、フローチャートである。
図１２において、ステップＳ１２０１で開始され、ステップＳ１２０２で受信した番組の
記録を開始し、ステップＳ１２０３で記録経過時間の計測を開始し、ステップＳ１２０４
でＥＩＴ［ｐ］を監視する。
【００７６】
　次いで、ステップＳ１２０５で、ＥＩＴ［ｐ］の歌手名、曲名が変化したか否かが判定
され、変化が確認されたら、ステッブＳ１２０６で歌手名、曲名と一緒に、歌手名及び曲
名が変化した時点の記録経過時間情報を蓄積部１１７に記録する。
【００７７】
　次いで、ステップＳ１２０７で記録が停止されたか否かが判定され、記録が継続されて
いる場合には、ステップＳ１２０２に戻り、記録が停止された場合には、ステップＳ１２
０８で記録経過時間の計測を停止して、ステップＳ１２０９で処理を終了する。なお、ス
テップＳ１２０５で歌手名、曲名が変化しなかったと判定された場合には、ステップＳ１
２０５をスキップしてステップＳ１２０７に進む。
【００７８】
　図１３は、図１２の処理に基づいて、記録された番組を再生する処理を説明するための
フローチャートである。図１３において、ステップＳ１３０１で開始され、ステップＳ１
３０２で記録した番組の再生を開始し、次いでステップＳ１３０３で再生経過時間の計測
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を開始する。
【００７９】
　次いで、ステップＳ１３０４で、再生された時間情報と、再生経過時間を比較し、ステ
ップＳ１３０５で、再生経過時間が、歌手名、曲名が変化した時間になったか否かの判定
を行い、時間が一致した場合、ステップＳ１３０６で対応する歌手名、曲名をディスプレ
イ１１２に表示させる。
【００８０】
　次いで、再生が停止されたか否かの判定がなされ、再生が継続されている場合には、ス
テップＳ１３０２に戻り、再生が停止された場合には、ステップＳ１３０８で再生経過時
間の計測を停止して、ステップＳ１３０９で処理を終了する。
【００８１】
　なお、ステップＳ１３０５で、再生経過時間が歌手名、曲名が変化した時間と一致しな
い場合には、ステップ Ｓ１３０６をスキップしてステップＳ１３０７に進む。
【００８２】
　以上説明した、本発明の放送番組記録再生装置によれば、記録時に、記録開始からの経
過時間を計測すると共に、番組のＥＩＴ［ｐ］を監視して、歌手名、曲名が変移したこと
が認められたら、その変わったＥＩＴ［ｐ］の歌手名、曲名を示す情報と、その変わった
時点の記録経過時間情報を対にして記録するようにし、その番組の再生時に、再生経過時
間を計測しつつ、記録されたＥＩＴ［ｐ］変移時点を示す時間情報と比較し、時間が一致
したら、それに対で記録されている歌手名、曲名を文字情報としてディスプレイ１１２に
表示するようにしたので、再生中の歌番組における、歌手名、曲名を表示することが可能
になり、操作性が著しく向上するものである。
【００８３】
　なお、以上の説明では、番組を構成するＥＳと、ＥＩＴ［ｐ］を含む番組情報と記録経
過時間情報を、蓄積部１１７の異なる領域に記録するものとしたが、ＥＩＴ［ｐ］を含む
番組情報及び記録経過時間情報を、蓄積部１１７とは異なる記録媒体に記録するように構
成することも可能である。
【００８４】
　さらに、番組内容の変移の検出は、ＥＩＴ［ｐ］の内容比較による他、ＥＩＴのｖｅｒ
ｓｉｏｎ＿ｎｕｍｂｅｒの変移を監視することでも実現可能である。
【００８５】
　さらに、以上の説明では、記録する番組を映像と音声で構成されるテレビジョン番組と
したが、音楽（音声）を主体とした、ラジオ形式の番組においても、ＥＩＴ［ｐ］を多重
伝送されるものであり、同様に、適用することが可能である。
【００８６】
　さらにまた、以上の説明では記録時に、番組本体を構成するＥＳのみを記録するものと
したが、ＴＳの全てを記録するように構成した装置にも適用できることは述べるまでもな
い。
【００８７】
　本発明は、ＥＩＴ［ｐ］の歌手名、曲名と、それと対で記録される時間情報を用いて、
検索等他の機能を実現することも可能であり、その実施の形態について次に説明する。
【００８８】
　すなわち、蓄積部１１７には、ＥＩＴ［ｐ］が変移した時点の、歌手名、曲名が記録さ
れているため、ユーザが歌手名あるいは曲名を入力して、それと蓄積部１１７に記録され
ているＥＩＴ［ｐ］の歌手名、曲名と比較して同じものが検索された際に、その歌手名、
曲名に対応する時間情報で、記録されているＥＳを検索し、その歌手名、曲名が記録され
ている個所を探して、その部分を再生することが可能である。
【００８９】
　時間情報を検索に利用する場合、ＥＳと共に時間情報が継続的に記録されている必要が
あり、例えば、ＳＩに含まれるＴＯＴ（Time Offset Table）を利用することができる。
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【００９０】
　さらにまた、記録されたＥＩＴ［ｐ］の歌手名、曲名を、時間情報と共に再生して、リ
ストとして構築して画面表示し、ユーザがそのリストに基づき、再生したい歌手名、曲名
を選択して再生するように構成することができるものである。
【００９１】
　さらにその歌手名毎、曲名毎のリストから、再生の順序を指定してその順序どおりに再
生させることも可能となるものである。
【００９２】
　さらにまた、歌手名、曲名のリストに対応するＥＳを蓄積部１１７から全て読み出して
、他の外付け記録媒体等にコピーさせるように構成することも可能である。
【００９３】
　以上説明した実施の形態によれば、番組内容の変移を表現している拡張形式イベント記
述子に記述された内容に基づいて、記録された放送番組の内部のシーンを検索して再生で
きるため、操作性が向上するものである。
【００９４】
　また、番組内容の変移を示す情報によって、記録された番組の内容をリストとして構築
可能であり、さらに操作性が向上するものである。
【００９５】
　なお、本発明は、以上説明した実施形態に限定されるものではなく、その趣旨を変更し
ない範囲で種々実施可能である。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】本発明に係る放送番組記録再生装置の一実施の形態を示す回路構成図。
【図２】図１に示す装置の具体的な構成を正面から見た図。
【図３】図２に示す装置の動作を説明するための構成図。
【図４】図１に示す装置で受信される放送信号に多重伝送される番組情報（ＥＩＴ）の具
体的データ構造を示す図。
【図５】図１に示す装置で受信される放送信号に多重伝送される番組情報（ＥＩＴ）内の
記述子を具体的に説明するための図。
【図６】図１に示す装置で受信される放送信号に多重伝送される番組情報（ＥＩＴ）の拡
張形式イベント記述子の具体的データ構造を示す図。
【図７】拡張形式イベント記述子の内容を説明するための図。
【図８】拡張形式イベント記述子の項目内容を説明するための図。
【図９】図１に示す装置の記録動作を説明するための構成図。
【図１０】図１に示す装置の再生動作を説明するための構成図。
【図１１】図２に示す装置での再生動作を説明するための構成図。
【図１２】図１に示す装置の記録動作を説明するためのフローチャート。
【図１３】図１に示す装置の再生動作を説明するためのフローチャート。
【符号の説明】
【００９７】
　１００…放送番組記録再生装置
　１０１…アンテナ
　１０２…アンテナ入力端子
　１０３…チューナ
　１０４…復調部
　１０５…バス
　１０６…システムコントローラ
　１０７…デマルチプレクサ
　１０８…デコーダ
　１０９…合成器
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　１１０…グラフィックプロセッサ
　１１１…Ａ／Ｖエンコーダ
　１１２…ディスプレイ
　１１３…音声出力部
　１１４…ＲＡＭ
　１１５…ＲＯＭ
　１１６…Ｉ／Ｆコントローラ
　１１７…蓄積部
　１１８…キーボードＩ／Ｆ
　１１９…操作入力部

【図１】 【図２】
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